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最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

委
員
会
は
、
２
０
１
６
年
に
発
足
し
、
下
町

ユ
ニ
オ
ン
・
全
国
一
般
全
国
協
・
生
協
労

連
・
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
連
絡
先
団
体
と
な
っ

て
い
る
。
年
に
３
回
ほ
ど
厚
労
省
へ
の
最
賃

申
し
入
れ
行
動
・
院
内
集
会
を
行
い
、
全
労

連
・
全
労
協
な
ど
５
団
体
で
行
う
新
宿
「
最

賃
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
て
い
る
。 

全
国
の
労
組
と
も
連
携
し
、
労
働
局
・
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
申
し
入
れ
行
動
、

審
議
会
の
傍
聴
・
意
見
書
提
出
・
意
見
陳
述
、

職
場
・
地
域
で
の
最
賃
宣
伝
行
動
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年
６
月
５
日

に
は
、
秋
田
県
平
和
運
動
推
進
労
組
会
議
、 

     

全
自
交
東
北
地
連
、
全
港
湾
東
北
地
方
本
部
、

秋
田
県
労
連
、
全
労
協
の
仲
間
た
ち
と
「
委

員
会
」
と
し
て
秋
田
県
・
秋
田
労
働
局
申
し

入
れ
を
21
名
で
行
っ
て
い
る
。 

 

労
働
者
の
声
を
、 

厚
労
省
・
地
方
労
働
局
へ 

 
厚
労
省
・
内
閣
府
に
対
し
て
、
宮
城
・
新

潟
・
栃
木
・
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
・
京

都
・
山
口
・
福
岡
の
仲
間
た
ち
が
、
地
域
・

職
場
か
ら
の
切
羽
詰
ま
っ
た
最
賃
近
傍
労
働

者
の
生
活
実
態
を
真
剣
に
訴
え
て
い
る
。 

「
最
賃
の
水
準
が
低
過
ぎ
る
！
」「
子
ど

も
３
人
で
目
玉
焼
き
は
２
個
！
」「
地
域
間

格
差
拡
大
で
地
方
の
人
口
流
出
は
深
刻
」

「
最
賃
改
訂
の
発
効
日
の
遅
れ
は
論
外
」

「
中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援
政
策
を
」
と
い 

     

う
よ
う
に
、
最
賃
近
傍
労
働
者
の
声
を
訴
え

た
。
ま
た
、
賃
金
課
指
導
係
や
賃
金
室
長
に

対
し
て
、
各
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
「
適

宜
に
か
つ
迅
速
に
議
事
録
を
作
成
す
る
事
」

「
密
室
審
議
を
辞
め
公
開
度
を
高
め
よ
」

「
事
務
局
を
担
う
立
場
か
ら
指
導
強
化
を
」

と
訴
え
続
け
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
行
動
は
、
行
政
側
に
一
定
程
度

の
影
響
を
与
え
て
お
り
、
少
な
い
な
が
ら
も

成
果
の
上
が
っ
て
い
る
重
要
な
取
り
組
み
だ

と
考
え
て
い
る
。 

 

10
月
１
日
最
賃
発
効
は 

待
っ
た
な
し
！ 

労
働
者
の
現
状
は
、
生
活
が
「
苦
し
い
」

と
感
じ
る
世
帯
が
55
・
４
％
、
ひ
と
り
親

世
帯
で
は
82
・
１
％
（
国
民
生
活
基
礎
調

 



◆時の動き 
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査
）
に
上
る
。
１
年
後
の
物
価
が
「
上
が

る
」
と
答
え
た
割
合
は
90
・
４
％
（
日
銀

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
と
過
去
最
高
と
な
っ
て

い
る
。 

 

高
市
政
権
「
骨
太
方
針
」
と 

中
央
最
賃
の
「
意
向
」
が
反
映 

25
年
の
最
低
賃
金
は
、
秋
田
県
を
始
め

27
府
県
が
最
賃
改
定
発
効
日
を
11
月
以
降

に
大
幅
後
ろ
倒
し
と
し
た
。
ま
た
高
市
政
権

は
、
最
賃
引
き
上
げ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

「
30
年
代
の
前
半
の
で
き
る
限
り
早
期
に

１
５
０
０
円
」
と
先
伸
ば
し
た
。 

時
給
１
５
０
０
円
未
満
の
労
働
者
が
１
４

０
０
万
人
（
25
年
２
月
厚
労
副
大
臣
）
に

上
り
、
う
ち
２
１
５
万
人
が
大
企
業
の
非
正

規
雇
用
労
働
者
と
さ
れ
る
。
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
は
、
若
年
労
働
者
・
女
性
労
働
者
・

高
年
齢
労
働
者
に
と
っ
て
必
須
だ
が
、
中
小

企
業
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
大
企
業
非
正
規

雇
用
労
働
者
・
公
務
非
正
規
雇
用
労
働
者
、

最
賃
近
傍
で
働
く
「
正
社
員
」
に
と
っ
て
も

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。 

最
賃
引
き
上
げ
の
舞
台
は
地
方
最
賃
審
議

会
に
移
っ
て
い
る
。
現
段
階
（
８
／
18
）

で
は
、
30
都
道
府
県
で
最
賃
目
安
が
出
さ

れ
て
い
る
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
中

賃
）
目
安
ど
お
り
が
13
都
道
府
県
、
１
～

４
円
の
上
乗
せ
が
17
県
。
30
都
道
府
県
す

べ
て
が
10
月
１
日
～
15
日
ま
で
に
発
効
と

な
っ
て
い
る
（
内
半
数
が
10
月
１
日
発
効
）。 

最
賃
10
月
発
効
の
方
向
は
戻
さ
れ
た
が
、

高
市
政
権
下
で
中
賃
目
安
55
円
プ
ラ
ス
１

～
４
円
と
い
う
少
額
上
積
み
と
な
っ
て
い
る
。

運
動
の
成
果
も
あ
り
、
発
効
日
の
後
ろ
倒
し

傾
向
は
阻
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
最
賃
の
水

準
は
到
底
満
足
の
い
か
な
い
低
額
引
き
上
げ

と
な
っ
て
お
り
東
北
・
四
国
・
九
州
の
各
県

が
苦
闘
し
て
い
る
。 

 

最
賃
共
闘
を
広
め
、 

最
賃
の
大
幅
引
上
げ
を
！ 

 

最
賃
引
上
げ
の
闘
い
は
、
資
本
・
政
府
に

よ
る
労
働
者
の
賃
金
搾
取
・
収
奪
と
対
決
す

る
新
し
い
労
働
運
動
の
柱
と
な
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。
現
実
に
、
地
域
別
最
低
賃
金

は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
額
を

保
障
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
。 

 

最
低
賃
金
水
準
が
低
く
、
地
域
間
格
差
が

あ
り
、
密
室
の
審
議
会
で
最
賃
が
決
め
ら
れ

る
と
い
う
問
題
を
か
か
え
る
最
賃
制
度
で
あ

っ
て
い
い
は
ず
が
な
い
。 

下
層
労
働
者
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
を
支

え
、
持
続
可
能
な
労
働
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
地
域
別
最
賃
の
引
上
げ
を
軸
と
し
た

最
賃
共
闘
が
求
め
ら
れ
る
。
職
種
別
・
業
種

別
最
賃
、
産
業
別
最
賃
の
引
上
げ
を
目
指
し
、

正
規
・
非
正
規
、
民
間
・
公
務
の
労
働
者
が

一
体
と
な
っ
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
賃
金
闘
争

を
、
通
年
的
な
最
賃
共
闘
で
展
開
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
最
賃
大
幅
引
き
上

げ
は
、
賃
金
政
策
で
あ
る
と
同
時
に
経
済
政

策
で
も
あ
る
。
中
小
企
業
を
搾
り
取
る
大
企

業
と
中
小
企
業
を
切
り
捨
て
、
重
税
を
課
す

政
府
と
の
闘
い
で
あ
る
。
最
賃
共
闘
建
設
に

力
を
入
れ
よ
う
！
（
わ
た
な
べ 

け
い
じ
） 


